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十
五
年
の
歴
史
を
礎
に 

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

会
長 

松
井
利
博 

任
意
団
体
と
し
て
の
宮
崎
県
社
会
福

祉
士
会
は
、
本
日
三
月
三
十
一
日
を
も

っ
て
解
散
と
な
り
、
平
成
六
年
一
月
二

十
日
結
成
以
来
の
十
五
年
の
活
動
に
終

止
符
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
設
立
当
初
十
名
そ
こ
そ
こ
の
会
員
も
、

現
在
は
約
二
百
五
十
名
を
数
え
、
県
内

の
多
く
の
福
祉
・
医
療
関
係
分
野
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
本
会
は
、

社
会
福
祉
士
国
家
試
験
対
策
講
座
、
福

祉
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
、
成
年
後
見
制

度
活
用
講
座
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、
高
齢
者

虐
待
防
止
施
設
職
員
研
修
等
の
実
績
を

積
み
重
ね
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
ぱ
あ

と
な
あ
宮
崎
は
、
市
町
村
長
申
立
て
に

よ
る
第
三
者
後
見
の
主
要
な
受
託
先
と

し
て
期
待
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
独
立
型
の
社
会
福
祉
士
も

徐
々
に
増
え
て
お
り
、
地
域
を
基
盤
に
、

専
門
職
と
し
て
の
自
ら
の
裁
量
に
よ
っ

て
、
契
約
等
に
基
づ
き
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、
地
域

の
福
祉
課
題
に
対
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
る
社
会
福

祉
士
も
い
ま
す
。 
 

こ
れ
ら
本
会
及
び
本
会
会
員
が
築
き

上
げ
た
十
五
年
の
歴
史
の
全
て
を
引
き

継
ぎ
、
さ
ら
に
時
代
の
要
請
に
応
え
て

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
実
践
主
体
と
し

て
飛
躍
す
る
た
め
に
、
任
意
団
体
と
し

て
の
宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
を
解
散
し

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な

っ
た
次
第
で
す
。 

 

今
後
は
、
本
年
二
月
三
日
に
設
立
登

記
さ
れ
た
「
一
般
社
団
法
人
宮
崎
県
社

会
福
祉
士
会
」
に
発
展
的
に
合
流
し
、

新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

法
人
化
に
よ
り
、
福
祉･

医
療
分
野
に

限
ら
ず
、
司
法･

教
育
分
野
に
お
い
て
も

私
た
ち
社
会
福
祉
士
の
活
躍
の
場
が
大

き
く
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
宮
崎
県
社
会
福

祉
士
会
の
社
会
的
責
任
も
増
大
す
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。 

 

宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
は
、
一
般
社

団
法
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
格
段

に
異
な
る
社
会
的
「
使
命
」
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
会
員
全
て
の
参
加

で
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

関
係
す
る
皆
さ
ん
の
ご
支
援
並
び
に
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀 

 
 
 
 
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
一
二
回
放
送 

 
 

￤ 

絆
が
、
人
を
生
か
す
か
ら 

￤ 
 

ホ
ー
ム
レ
ス
＝
絆
を
失
っ
た
人
々
を

支
援
す
る
社
会
福
祉
士 

奥
田
知
志
氏 

  

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
は
「使
命
と
い

う
風
が
吹
い
た
と
き
に
、
そ
れ
に
身
を
ゆ

だ
ね
る
こ
と
が
で
き
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
と
き
に
、
自
分
の
思
い
と
か

考
え
と
か
都
合
と
か
好
き
嫌
い
と
い
う
も

の
を
や
っ
ぱ
り
一
部
断
念
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
。
そ
れ
が
プ
ロ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
」 

 
 

（
使
命
と
い
う
風
を
感
じ
取
れ
る 

 
 

 
 
 

感
性
を
磨
き
た
い
で
す
ね
！
） 
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臨
時
総
会
は
、
議
決
権
の
あ
る
会
員

二
百
四
十
一
名
中
二
百
十
四
名
の
参
加

者
（
内
百
五
十
五
名
は
委
任
状
を
提
出
）

に
よ
る
四
分
の
三
以
上
の
同
意
を
得
て
、

任
意
団
体
と
し
て
の
宮
崎
県
社
会
福
祉

士
会
を
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散

し
、
全
て
の
財
産
・
債
権
・
債
務
を
一

般
社
団
法
人
宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
に

無
償
で
譲
渡
し
、
全
会
員
が
一
般
社
団

法
人
宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
の
会
員
と

な
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

任
意
団
体
と
し
て
の
宮
崎
県
社
会
福

祉
士
会
は
、
総
会
決
議
に
基
づ
き
、
三

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
十
五
年
の
歴
史

の
幕
を
閉
じ
て
解
散
し
、
す
べ
て
の
財

産
、
債
権
・
債
務
を
一
般
社
団
法
人
宮

崎
県
社
会
福
祉
士
会
が
譲
り
受
け
ま
し

た
。 

 

  

                      

 

 

 
   

第
一
号
議
案 

 

平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て 

 第
二
号
議
案 

 

平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
（
案
）

に
つ
い
て 

 

第
三
号
議
案 

 

社
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
士
会
代
議 

員
の
選
出
に
つ
い
て 

 

一
般
社
団
法
人
宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会

の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
定
款
に
基

づ
き
理
事
七
名
及
び
監
事
一
名
が
選
任

さ
れ
、
第
一
回
理
事
会
に
お
い
て
会
長

松
井
利
博
、
副
会
長
川
崎
順
子
を
は
じ

め
と
す
る
業
務
執
行
体
制
を
決
定
し
ま

し
た
。 

今
後
は
、
法
務
局
へ
の
登
記
を
経
て
、

二
月
二
十
一
日
に
法
人
設
立
記
念
大
会
、

三
月
十
四
日
に
平
成
二
十
一
年
度
事
業

計
画
・
予
算
総
会
を
開
催
し
、
本
格
的

に
一
般
社
団
法
人
宮
崎
県
社
会
福
祉
士

会
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

     

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人

宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
の
設
立
総
会
で
、

松
井
利
博
、
川
崎
順
子
、
吉
田
雅
憲
、

黒
木
幹
雄
、
久
光
博
之
、
串
間
保
昭
、

中
村
健
児
の
七
名
の
理
事
と
石
村
明
比

古
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
一
回
理
事
会
に
お
い
て
下
記
の
運
営

組
織
図
に
あ
る
よ
う
に
会
長
松
井
利
博
、

副
会
長
川
崎
順
子
を
は
じ
め
新
た
な
執

行
体
制
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

一
般
社
団
法
人
宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会

は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
実
践
し
よ

う
と
す
る
社
会
福
祉
士
た
め
の
組
織
と

し
て
、
会
員
一
人
一
人
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
活
動
を
支
え
る
こ
と
の
で
き
る

事
務
局
体
制
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
県
内
登
録
社
会
福
祉
士
の

五
割
以
上
を
組
織
化
す
る
こ
と
で
会
の

安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
と
共
に
、

委
託
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
会
の
運
営

に
寄
与
す
る
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

未
加
入
者
の
会
へ
の
加
入
促
進
と
委

託
・
自
主
事
業
等
へ
の
参
加
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

受付風景 議案協議

 

臨臨
時時
総総
会会
報報
告告  

社社
団団
総総
会会
報報
告告  
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宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
法
人
化
記
念

式
典
・
記
念
講
演
お
よ
び
第
一
回
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研
究
会
が
平
成
二
十

一
年
二
月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）
に
南
九

州
大
学
宮
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

最
初
に
法
人
化
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

松
井
会
長
の
挨
拶
の
後
に
、
来
賓
の
方
々

か
ら
法
人
化
を
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
士
に
対
す
る

期
待
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

法
人
化
記
念
式
典
終
了
後
、
厚
生
労
働

省
社
会
・
援
護
局
総
務
課
社
会
福
祉
専
門

官
の
諏
訪
徹
先
生
に
よ
る
『
こ
れ
か
ら
の

社
会
福
祉
士
の
あ
る
べ
き
姿
―
領
域
拡

大
の
動
向
を
踏
ま
え
て
―
』
の
題
で
記
念

講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
社
会
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
社
会
福
祉
士
の
活
動
分

野
が
拡
大
し
て
い
る
現
実
お
よ
び
こ
れ

か
ら
の
社
会
保
障
や
日
本
社
会
の
あ
り

方
を
受
け
て
、
ま
す
ま
す
社
会
福
祉
士
が

活
躍
す
る
社
会
に
す
る
た
め
に
社
会
福

祉
士
に
関
す
る
制
度
改
正
を
行
っ
た
背

景
お
よ
び
社
会
福
祉
士
の
専
門
性
を
い

ＳＳ
ＷＷ
実実
践践
研研
究究
会会
・・法法
人人
化化
記記
念念
式式
典典  

松井会長より熱ーいメッセージ ご来賓（宮崎県・宮崎市・県社協） 

熊本県社会福祉士会副会長の紫藤千子さんより元気をいただく 
これからが正念場！ 

社団の第１回理事会 役員紹介 
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か
に
高
め
る
か
に
つ
い
て
前
向
き
な
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

記
念
講
演
が
終
わ
り
昼
食
を
食
べ
た

後
、
二
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
十
三
名
の
会
員
に
よ
る

様
々
な
分
野
に
わ
た
る
実
践
発
表
が
あ

り
、
ど
の
発
表
で
も
内
容
が
高
く
か
つ
参

加
者
の
方
々
に
よ
る
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
方
々
か
ら
す
べ
て

の
実
践
発
表
を
聴
き
た
か
っ
た
と
の
お

話
を
い
た
だ
く
ほ
ど
大
盛
況
の
う
ち
に

終
わ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
祝
賀
会
を
会
場
近
く
の
料
理

店
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
の
方
々
が
宮
崎

県
社
会
福
祉
士
会
の
一
般
法
人
化
の
お

祝
い
を
す
る
と
と
も
に
、
会
員
同
士
の
交

流
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研

究
会
は
去
年
の
秋
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
実
践
委
員
会
が
今
ま
で
活
動
実
績

の
な
い
大
会
を
各
委
員
が
持
ち
寄
っ
て
、

議
論
を
進
め
な
が
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
や
参
加
者
の
方
々
に
は
い

ろ
い
ろ
と
不
手
際
が
あ
り
、
ご
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
度
も
第
二
回

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
研
究
会
は
開

催
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
践
委
員
会 

 

林 

典
生 

                          

    

し
ょ
う
が
い
者
の
就
労
支
援
制
度
に

つ
い
て
（
法
律
制
度
で
使
用
し
て
い
る
言

葉
を
除
い
て
、
「
し
ょ
う
が
い
」
は
あ
え

て
ひ
ら
が
な
に
し
て
書
い
て
お
り
ま

す
。
） 

 

最
近
、
し
ょ
う
が
い
者
を
取
り
巻
く
法

制
度
の
急
激
な
変
化
が
生
じ
、
し
ょ
う
が

い
を
持
っ
て
い
る
当
事
者
の
就
労
支
援

が
注
目
を
あ
び
て
い
ま
す
。
今
回
は
し
ょ

う
が
い
を
持
っ
て
い
る
当
事
者
の
就
労

支
援
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
説
明
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
お
伺
い

し
て
、
そ
こ
で
入
手
し
た
『
事
業
主
と
障

害
者
の
た
め
の
雇
用
ガ
イ
ド 

障
害
者

の
雇
用
支
援
の
た
め
に
』
な
ど
の
資
料
や

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援

機

構

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（http://w
w

w.jeed.or.jp

）
を
検
索
し

な
が
ら
調
べ
た
も
の
で
す
。  

  

ま
ず
、
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
が
あ
り 

ま
す
。
そ
の
中
で
専
門
職
員
等
が
、
地
域

の
関
連
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
し
ょ
う

が
い
の
種
類
・
程
度
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
職
業
指
導
・
紹
介
、
職
場
定
着
支
援
、

事
業
主
支
援
（
し
ょ
う
が
い
者
向
け
求
人

の
確
保
、
雇
用
率
達
成
指
導
、
雇
用
率
達

成
指
導
と
結
び
つ
け
た
職
業
紹
介
）
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
障
害
者
就
業
・
支
援
セ
ン
タ
ー

が
宮
崎
県
内
で
三
カ
所
（
宮
崎
市
・
延
岡

市
・
小
林
市
）
に
あ
り
、
就
職
を
希
望
す

る
し
ょ
う
が
い
者
や
在
職
中
の
し
ょ
う

が
い
者
を
対
象
に
、
就
職
活
動
や
職
場
定

着
の
た
め
の
支
援
な
ど
の
就
業
面
に
お

け
る
支
援
（
就
職
に
向
け
た
職
業
準
備
訓

練
お
よ
び
職
場
実
習
の
斡
旋
と
い
っ
た

準
備
支
援
、
就
職
活
動
・
職
場
定
着
の
支

援
、
し
ょ
う
が
い
を
持
っ
て
い
る
当
事
者

個
人
に
合
わ
せ
た
雇
用
官
立
に
つ
い
て

の
事
業
所
に
対
す
る
助
言
、
関
連
機
関
と

の
連
絡
調
整
）
と
あ
わ
せ
て
、
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
調
整
や
余
暇
支
援

等
の
生
活
面
に
お
け
る
支
援
（
生
活
習
慣

の
形
成
・
健
康
管
理
・
金
銭
管
理
な
ど
の

日
常
生
活
の
自
己
管
理
に
関
す
る
助
言
、

住
居
・
年
金
・
余
暇
生
活
な
ど
の
地
域
生

活
・
生
活
設
計
に
関
す
る
助
言
、
関
係
機

し
ょ
う
が
い
者
の
制
度
に
つ
い
て 

 今後の社会福祉士についての期待は………。 
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関
と
の
連
絡
調
整
）
を
、
雇
用
・
保
健
福

祉
・
教
育
等
の
関
係
機
関
の
連
携
の
も
と
、

し
ょ
う
が
い
者
の
身
近
な
地
域
に
お
い

て
一
体
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
地
域
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

が
宮
崎
県
内
に1

カ
所
（
宮
崎
市
）
に
あ

り
、
都
道
府
県
に
お
け
る
職
業
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
核
と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
等
の
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
、
し
ょ
う
が
い
者
に
対
し
て
具
体
的

な
援
助
（
職
業
評
価
、
職
業
指
導
、
職
業

準
備
支
援
、
Ｏ
Ａ
講
習
、
障
害
者
雇
用
率

制
度
お
よ
び
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

の
た
め
の
判
定
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
（
職
場

適
応
援
助
者
）
に
よ
る
支
援
）
を
行
う
と

と
も
に
事
業
主
に
対
し
て
雇
用
管
理
に

関
す
る
助
言
・
援
助
（
雇
用
管
理
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
基
づ
く
専
門
家
に
よ
る
相

談
・
援
助
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
（
職
場
適
応

援
助
者
）
に
よ
る
支
援
）
を
行
う
と
共
に
、

関
係
機
関
に
対
し
て
の
援
助
・
指
導
（
地

域
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
フ

ォ
ー
ラ
ム
や
地
域
就
業
支
援
基
礎
講
座

の
開
催
も
含
む
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
に
都
道
府
県
高
齢
・
障
害
者
雇

用
支
援
協
会
が
宮
崎
県
内
で
一
カ
所
（
宮

崎
市
）
に
あ
り
、
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支

援
機
構
の
委
託
を
受
け
て
、
し
ょ
う
が
い

者
等
の
雇
用
に
関
す
る
相
談
・
援
助
や
障

害
者
雇
用
納
付
金
制
度
に
基
づ
く
申

告
・
申
請
の
受
付
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

就
労
支
援
専
門
で
は
な
い
で
す
が
、
発

達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
難
病
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
相

談
支
援
事
業
者
、
就
労
移
行
支
援
事
業
者
、

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
事
業
者
で
も

就
労
に
関
す
る
相
談
や
援
助
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
以
下
の
と
こ
ろ
が
宮
崎
県
内
の

相
談
窓
口
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業

安
定
所
）
に
て
い
た
だ
け
る
『
事
業
主
と

障
害
者
の
た
め
の
雇
用
ガ
イ
ド 

障
害

者
の
雇
用
支
援
の
た
め
に
』
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ
て
、
担
当
者

と
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
い
た
だ
い
て

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

南
九
州
大
学
環
境
園
芸
学
部 

林 

典
生 

 
 
 
 
 
 
 

 

   

宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
が
発
足
し
た

の
が
平
成
六
年
。
そ
し
て
広
報
誌
「
み
な

み
風
」
が
発
行
さ
れ
た
の
が
平
成
九
年
で

し
た
。 
 

会
の
発
足
当
時
は
十
数
名
の
会
員
で

活
動
し
て
い
た
も
の
で
し
た
。
県
内
の
会

員
が
す
べ
て
集
ま
っ
て
も
お
互
い
に
顔

も
名
前
も
わ
か
る
小
さ
な
仲
間
た
ち
で

す
。
ま
る
で
学
生
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
よ

う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
集
ま
っ
て
語
り
合
い
、
お
酒
を
飲
み

交
わ
し
た
も
の
で
し
た
。 

 

そ
ん
な
頃
、
広
報
誌
を
発
行
す
る
こ
と

に
な
り
、
誌
名
を
ど
う
す
る
か
に
な
り
ま

し
た
。
い
く
つ
か
の
案
が
あ
っ
た
よ
う
で

し
た
が
、
私
の
提
案
し
た
「
み
な
み
風
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
命
名
は
「
宮
崎
県
と

い
う
南
の
地
か
ら
、
温
か
な
、
そ
し
て
爽

や
か
な
風
を
吹
か
せ
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
で
し
た
。 

 

あ
れ
か
ら
十
数
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
介
護
保
険
法
、
障
害
者
自
立
支
援

法
な
ど
の
施
行
を
始
め
と
し
て
福
祉 

   

の
世
界
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
県
内

の
会
員
数
も
多
く
な
り
、
各
地
区
ご
と
の

交
流
や
活
動
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

広
報
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
観

点
か
ら
言
う
と
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、
電

話
に
よ
る
情
報
交
換
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
に
よ
る
メ
ー
ル
の
交
換
で
と
い
う

形
に
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
情
報
手
段
の
変
化
な
ど

に
伴
い
、
広
報
誌
「
み
な
み
風
」
が
廃
刊

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち

宮
崎
県
の
会
活
動
が
「
み
な
み
風
」
の
よ

う
に
「
温
か
さ
」
「
さ
わ
や
か
さ
」
の
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
で
あ
る
よ
う
に

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

広
報
委
員
会 

委
員
長 

井
上
潤
二 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「み
な
み
風
」廃
刊
に
よ
せ
て 
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◇
会
員
の
み
な
さ
ま
長
ら
く
の
ご
愛
読

あ
り
が
ち
う
ご
ざ
い
ま
し
た
◇ 

〒 880-0014 

宮崎市鶴島２丁目９－６ 

みやざき NPO ハウス３０１号室 

TEL   0985-86-6111 

FAX   0985-86-6116 

E-mail  csw-miyazaki@water.ocn.ne.jp 

URL      http://www.miyazaki-csw.org/ 

一般社団法人 宮崎県社会福祉士会 事務所 

編

集

後

記 

十
二
年
の
間
、
「
み
な
み
風
」
を

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

任
意
団
体
の
広
報
委
員
会
と
し

て
ど
れ
だ
け
会
員
の
皆
さ
ん
に
情

報
が
提
供
で
き
た
か
反
省
す
る
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
社
団
化
と
同
時

に
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
会

員
の
皆
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

が
提
供
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け
が

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

広
報
委
員
会 

担
当
理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

黒
木 

幹
雄 

 

気軽に事務所を覘いてみませんか 


